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D 日 FAS 食物アレルギー/過敏症の症状 

DA‑IBS 交互の腸の習慣IBS FFI 足機能指数 

DASS うつ病不安ストレススケール FGID 機能性胃腸障害 

Db 二重盲検 FIQ 線維筋痛症影響アンケート 

DBP 拡張期血圧 FLIC がんの機能的生活指数 

DBRPCT 二重盲検無作為化プラセボ‑ FMD 流れを介した拡張 

 
対照試験 FNMRA 自然療法医学連盟 

DD うつ病の検出 
 

規制当局 

DHA ドキソサヘキサエン酸 フォドマップ フルクト、オリゴ糖、単糖、およびポリオール 

DHEA デヒドロエピアンドロステロン 
  

DMSA ジメルカプトコハク酸 FPG 空腹時血漿グルコース 

DNA デオキシリボ核酸 FQ 倦怠感アンケート 

Do‑P ダブル製品（心拍数X MAP / 100） FRD 倦怠感ダイエット 

DSM‑5 精神の診断および統計マニュアル FSH 卵胞刺激ホルモン 

 
障害、第5版 g グラム 

DUFA ダブルアップフードバック GAD 全般性不安障害 

EBM 根拠に基づいた医療 GAD‑7 全般性不安障害–7項目スケール 

EBP エビデンスに基づく実践 GAF 機能の全体的評価 

EC 腸溶コーティング Gf 無グルテンの 

eCCS 
赤血球CCS 

GGT 
ガンマグルタミルトランスフェラーゼ 

EDTA エチレンジアミン四酢酸 GHC 一般的な健康カリキュラム 

EGCG エピガロカテキン‑3‑ガレート GI 胃腸 

eGFR 推定糸球体濾過率 GIQLI 胃腸の生活の質の指標 

ELSP 運動ベースのライフスタイルの変更 GIS グローバル改善スケール 

 
プログラム GSDS‑II フローニンゲン社会障害スケール 

EMRO 東地中海地域 GSH 経口グルタチオン 

EORTC 欧州研究機構と HADS 病院不安抑うつ尺度 

 
がんの治療 HAM‑A ハミルトン不安尺度 

EPA エイコサペンタエン酸 HAM‑D ハミルトンうつ病評価尺度 

EPI エレクトロフォトニックイメージング Hb ヘモグロビン 

EQ‑5D EuroQoLアンケート HbA1C 血中グリコヘモグロビン 

ERDA 感情的/合理的な病気の受容 HBOT 高圧酸素治療 

 
アンケート HC 健康な対照 

ERQ 
eSOD1 情動調整アンケート 

赤血球スーパーオキシドジスムターゼ 

HCAHPS の病院消費者評価 

医療提供者とシステム 

ESR 赤血球沈降速度 HCT ヘマトクリット 

ESS エプワース眠気尺度 HCV 慢性C型肝炎 

ETCO2 呼気終末二酸化炭素 HCv ホモシステイン 

EUC 

ユーロ 

強化された通常のケア 

ヨーロッパ地域 

HCSE セイヨウトチノキ（Aesculus hippocastanum）の種子 

エキス 

FACIT 慢性疾患の機能的評価 HDL 高密度リポタンパク質 
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付録III：略語 

 
HETE 

HF 

HF 

打つ 

ヒドロキシエイコサテトラエン酸 

心不全 

高周波（帯域0.15～0.5Hz） 頭痛

影響テスト 

MADRS 

 

マネマ

ンサ 

モンゴメリー‑アスバーグうつ病評価規模 

悪心および嘔吐の明日評価 

マンチェスターの生活の質の尺度 

HIV ヒト免疫不全ウイルス 地図 平均動脈圧（DBP + 1/3 PP） 

HOMA‑IR ホームスタシスモデル評価インスリン MARM 呼吸運動の手動評価 

 
抵抗 MASC 多次元不安尺度 

HR 心拍数  子供達 

HRV 
心拍変動 MBSR マインドフルネスに基づくストレス低減 

hs‑CRP 高感度C反応性タンパク質 MCID 臨床的に重要な最小限の違い 

HTA 医療技術評価 MCT 中鎖トリグリセリド 

HTN 高血圧 MDA マロンジアルデヒド 

HV 健康なボランティア MDD 大鬱病性障害 

IADL 日常生活動作の器械的活動 MDT 機械的検出しきい値 

IAYT ヨガ療法の統合的アプローチ MENQoL 更年期障害特有の生活の質 

IBD 炎症性腸疾患 
 

アンケート 

IBDQ 炎症性腸疾患アンケート MFI 多次元疲労インベントリ 

IBS 炎症性腸症候群 Mg マグネシウム 

IBS‑SSS IBS‑症状の重症度スケール ミニ ICD‑DSMミニインターナショナル 

ICU 集中治療室 
 

神経精神医学的インタビュー 

ICWP 統合心臓ウェルネスプログラム MMP‑9 マトリックスメタリオプロテイナーゼ‑9 

IFG 空腹時血糖障害 MMSE ミニメンタルステート検査 

IGT 耐糖能異常 MoH 保健省 

IHGT 等尺性ハンドグリップテスト モーセ 副作用システムの監視 

IHME 保健指標評価研究所 MPS 精神的、肉体的、精神的な幸福 

IHN イノシトールヘキサニアシネート 
 

規模 

IHT 
断続的な低酸素トレーニング 

MS 
多発性硬化症 

IL インターロイキン MSAS 記念症状評価尺度 

IQ 知能指数 MSK 筋⾻格 

ISI 不眠症重症度指数 MSM メチルスルホニルメタン 

ISQUA 健康の質のための国際社会 Mth 月 

 
ケア MYMOP 自分自身の医療成果プロファイルを測定する 

IYN 
統合されたヨガと自然療法 

MUFA 
モノ不飽和脂肪酸 

IYNT 統合されたヨガと自然療法 n 番号 

JAMA アメリカンメディカルジャーナル 

協会 

n3PUFA 

n6PUFA 

オメガ3多価不飽和脂肪酸オメ

ガ6多価不飽和脂肪酸 

K‑10 ケスラー‑10スケールの心理的苦痛 n9MUFA オメガ9一不飽和脂肪酸 

LA リポ酸 NA 北米 

LATR 白血球抗原検査結果 NABH 病院および医療提供者のための国家認定委員会 

LBM 除脂肪体重 
  

LBP 腰痛 NABNE 北アメリカ自然療法委員会 

LcS ラクトバチルスカゼイ株 
 

審査官 

LDL 
低密度リポタンパク質 

NAC 
N‑アセチルシステイン 

LF 低周波数帯域（0.05～0.15 Hz） NAFLD 非アルコール性脂肪性肝疾患 

LF / HF 低周波と高周波の比率 NC 自然療法ケア 

LFT 肝機能検査 NCC 自然療法コミュニティケア 

LGBTQ2SIA レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、トラン NCD 非感染性疾患 

 
スセクシュアル、クィアとクエスチョニング、トゥースピリット、イ ND 自然療法医 

 
ンターセックス、アセクシャルプラスの人々  NDI 首の障害指数 

LH 黄体形成ホルモン 適所 のための新しいインタラクティブ携帯電話技術 

LHBT ラクツロース水素呼気検査 
 

健康増進 

LMT ラクツロースマンニトールテスト NIH（アメリカ国

立衛生研究所 

国立衛生研究所 

LSEQ リーズ睡眠評価アンケート NMD 自然療法医 

M‑SACRAH 評価のための修正されたスコアと 
NN50 

の間隔差の数 

 
慢性リウマチの定量化 

 
50ミリ秒を超える連続するNN間隔 

 
手の愛情 np 首の痛み 

MAAS マインドフルアテンションアウェアネススケール NP 自然療法医 
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付録III：略語 

 

NPI 

NPQ 

NPS 

NPT 

NQ NS 

NSAID 

NT proBNP 

OCD 

ODI 

OGTT 

また 

ORAC 

OQ45 

有料 

パ ナ ス

PASAT 

PBRN 

PCAQ 

PCORI 

PCOS 

PD 

PDD‑BI 

 
PDQ‑39 PEFR 

PG2hr 

PGI 

PGI‑I 

PHQ‑9 

 

pNN50 

PNPIC 

 

PNQ 

POM 

POMS 

PP 

PPPG 

PPT 

PR 

PR 

PRECIS‑2 

 
prn 

PROMIS 

 

PRT 

PSA 

PSQ 

PSQI 

PSWQ 

PT PTE 

PTQ 

PUCAI 

神経精神医学的目録 

首の痛みに関するアンケート 

神経因性疼痛スケール自

然療法理学療法 

ナイメーヘンアンケート 

統計的に有意ではない非ス

テロイド性抗炎症薬 

B型ナトリウム利尿ペプチド 

強迫性障害 

Oswestry障害スケール 

経口ブドウ糖負荷試験後2時間 

オッズ比 

酸素ラジカル吸収能結

果アンケート45 糖尿

病の問題領域 

ポジティブおよびネガティブな影響スケジュールペースのある

聴覚シリアル依存症テスト実践ベースの研究ネット

ワーク 

喘息質問票の知覚された制御 

患者中心の研究成果 

多嚢胞性卵巣症候群 

パーキンソン病 

広汎性発達障害行

動インベントリ 

パーキンソン病アンケート39項目ピーク

呼気流量 

血漿グルコース2時間 

患者のグローバル印象スケール 

患者の世界的な改善の印象 

患者の健康に関する質問うつ病 

スクリーナー 

NN50をNN間隔の総数で割って得られる比率 

 

補完的および補完的に関する国家政策統合的

実践 

患者の神経毒性アンケート 

体動時痛 

気分状態のプロファイル 

脈圧 

食後血漿グルコース圧

痛閾値 

安静時の痛み 

脈拍数 

語用論的説明連続体指

標分析 

Pro re nata（必要に応じて） 

患者報告アウトカム測定情報

システム 

プログレッシブレジスタンストレーニング 

Professional Standards Authority 

知覚ストレスアンケートピッ

ツバーグ睡眠品質指数 

ペンシルベニア州立大学の悩みアンケート 

心理療法 

潜在的に有毒な要素固執

的思考アンケート 

小児潰瘍性大腸炎活動指数 

PUFA 

QALY 

QD 

QLI 

QODD 

QoL 

QSANS 

 

QSAPS 

 

RBC 

RBG 

RCT 

RDA 

RFT 

RMDQ 

RMSSD 

 

 

ROM 

RPP 

RRI 

 

RRMS 

RTA 

sAA 

SAFTEE 

 

同じ

SANS 

SAPS 

SAS 

Sb 

SBC 

SBL 

 

SBP 

SC 

SCB 

SCCS 

SCID 

SDQ 

SDSCA 

SEAR 

SEBQ 

SF‑12 

SF‑36 

SFA 

SFVAS 

SGOT 

SGPT SI 

SIBO 

sig 

sigA 

SLE 

SNOT 

ポリ不飽和脂肪酸質

調整生存年 

1日あたり 

生活の質指数 

死と死の楽器の品質生

活の質 

ネガティブの評価のためのクイックスケール 

症状 

ポジティブの評価のためのクイックスケール 

症状 

赤血球 

ランダム血糖 

ランダム化比較試験 

推奨される1日あたりの摂取量 

腎機能検査 

ローランドモリス障害者アンケート 

隣接する間の差の二乗の合計の平均の平方根 

 

NN間隔 

関節可動域レ

ート圧力積 

瞬間心拍数、隣接するQRS群間の間隔の平均 

 

再発寛解型多発性硬化症 

改訂されたテスト不安尺度 

唾液α‑アミラーゼ 

治療のための体系的な評価創発

的効果 

S‑アデノシルメチオニン 

陰性症状評価尺度陽

性症状評価尺度 

自閉症スケールの重症度 

シングルブラインド 

身体のつながりのスケールドイツ

語からの痛みの知覚尺度痛みに関する

アンケート 

収縮期血圧 

標準治療 

実質的な臨床的利益 

社会的認知複合スケール 

DSMの構造臨床面接 

強さと難しさのアンケート 

糖尿病のセルフケア活動の概要東南ア

ジア地域 

呼吸に関する質問票の自己評価簡単な

健康調査–12項目 

ショートフォーム健康調査–36項目飽和脂

肪酸 

性機能視覚アナログ尺度 

血清グルタミン酸‑オキサロ酢酸トランスアミナーゼ 

血清グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ 

対症療法 

小腸細菌異常増殖重

要 

唾液免疫グロブリンA 全身

性エリテマトーデス 

SinuNasalアウトカムテスト 
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付録III：略語 

 

SoP 実践の範囲 UC 通常のお手入れ 

SPADI 肩の痛みと障害指数 UC 潰瘍性大腸炎 

SPN 感覚性末梢神経障害 UCT 管理されていない試験 

SRNI セロトニン再取り込み阻害薬 UPDRS ユナイテッドパーキンソン病評価尺度 

SSNT サザンスクールオブナチュラルセラピー 米国 アメリカ合衆国 

SSRI 選択的セロトニン再取り込み阻害薬 VAS 視覚的アナログ尺度 

SST 症状の重症度スケール VDT 振動検出しきい値 

STAI 状態特性不安目録 VSL プロバイオティクスサプリメントのブランド 

STAI‑S 状態特性不安目録–状態 ワズ ウェイトフォーエイジのZスコア 

STBI 重度の外傷性脳損傷 WBS ワーウィック‑エジンバラメンタルウェルビーイング 

SUS ブラジルの統合国民医療制度 
 規模 

T＆CM 伝統的で補完的な医学 WISC‑R ウェクスラーインテリジェンススケール 

TA トランスアミナーゼ  子供‑改訂 

TAS 不安尺度をテストする 誰 世界保健機構 

TBI 外傷性脳損傷 WHOQoL‑BREF世界保健機関の生活の質 

TC 総コレステロール  
–BREFアンケート 

TCM 漢方薬 週 週 

TG トリグリセリド WNF 世界自然療法連盟 

TIBC 総鉄結合能 WOMAC 西オンタリオ大学とマクマスター大学 

TID 一日に三回 
 変形性関節症指数 

TIDR 介入の説明と WPR 西太平洋地域 

 
レプリケーション WSAS 仕事と社会の調整スケール 

TNF 腫瘍壊死因子 YBOCS エールブラウン強迫性尺度 

TNS 総ニューロパシースコア YLSP ヨガベースのライフスタイル修正プログラム 

TOI タキサン試験結果指数 YRMQ Yi Ren Medical QiGong 

TOVA 注意変数のテスト 亜鉛 亜鉛 

TS トランスフェリン飽和  
症状の増加 

TSH 甲状腺刺激ホルモン ↑↓ 症状の減少 

Tx 処理   
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キーランクーリー、 ND、カナディアンカレッジオブナチュロパシーメディシン、カナダ。 

ホルガークラマー、自然療法、博士号。エヴァンの内科および統合医学科。 

Kliniken Essen Mitte、ドイツ、デュイスブルク‑エッセン大学医学部。 

 

ジャスミン•ドウザ、自然療法医、MDクリニカルヨガ。オー

ストラリア在住。 

Jill Dunn、自然療法医、MHSc（CompMed）。シドニー工科大学公衆

衛生学部、オーストラリア。ニュージーランド在住。 
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シャロン•アードリック、自然療法医、MHSc（優等学位）。シドニー

大学医学部および健康学部。ニュージーランド在住。 

アンディ•マクリントック、自然療法医。オーストラリア、シドニー工科大

学公衆衛生学部、補完統合医学のオーストラリア研究センター。 

 

ホープフォーリー、自然療法、博士号。オーストラリア、シドニー工科大学保

健学部、補完統合医学のオーストラリア研究センター。 

 

 

ソフィア•ジェロンタコス、自然療法医。オーストラリア、サザンクロス

大学保健学部自然療法医学国立センター。 

 

ジョシュアZゴールデンバーグ、ノースダコタ州。ヘルフゴット研究所、米国オレゴン

州ポートランド。 

のぞみゴンザレス、 BA、ヘルフゴット研究所、国立自然医学大学、米

国。 

キム•グラハム、自然療法医。オーストラリア、シドニー工科大学保健学

部、補完統合医学のオーストラリア研究センター。 

 

ターニャモリス、自然療法医、MMedRes。オーストラリアの

NaturalHealth のCollegeに取り組みます。 

スティーブン•P•マイヤーズ、 ND、PhD。オーストラリアのサザンク

ロス大学の国立ナツロパシー医学センター。 

レベッカ•レドモンド、自然療法医。オーストラリア、シドニー工科大学

保健学部、補完統合医学のオーストラリア研究センター。 

 

 

ダニエラレミー、修士カナディアンカレッジオブナチュロパシーメディシン、 カナ

ダ、オーストラリア。 

ジェロームサリス、 ND、PhD。 NHMRC臨床研究員、NICM健康研

究所、ウエスタンシドニー大学、オーストラリア。 

 

トムグリーンフィールド、 ND、DO。自然療法医、グリーンフィールズクリニ

ック、イギリス 

ニコール•ハンナン、自然療法医、OLY。オーストラリアのサザンクロス 大

学の自然療法医学国立センター。 

 

Joanna E. Harnett、自然療法医、博士号シドニー薬局、医学健康学

部、シドニー大学、オーストラリア。 

 

ティナハウザー、ハイルプラクティカー、自然療法医。第1副大統領世 

ポールリチャードサンダース、 ND、HOM、PhD。カナダの自然療法

医学のカナダの大学と米国の国立健康科学大学。 

 

ジャネットシュロス、自然療法、博士号。オーストラリアのサザンクロス大

学の自然療法医学国立センター。 

 

Dugald Seely、 ND、MSc。カナダのナチュロ病理医学のカナディア

ン大学。 

キャサリン•スミス、自然療法医。プログラムディレクター 

界自然障害連盟、WNF。  OrganizaciónColegialNaturopáticaFENACO、 

Naturopathy＆Western Herbal Medicine、Health and 

スペイン。 

Jason Hawrelak、 ND、PhD。タスマニア大学保健医学部薬学•薬学

部。 

 

Robert Kachko、 ND、LAc。アメリカ自然療法医協会会長 

Education Faculty、Torrens University Australia、Australia。 

ブライストンプソン、ノースダコタ州、MS。米国ワシントン大学薬剤

学部博士研究員。 

Madeleine Tuson‑Turner、 ND、MSiMR、MScGH。ヘルフは、米

国国立自然医学大学の研究所を取得しました。 

 

デボラケネディ、 ND、PhD。カナダのナツロパシー医学のカナディ

アンカレッジ。 

マシューリーチ、  ND、PhD。オーストラリア、サザンクロス大学保健学

部、国立自然病理医学センター。 

 

Brenda Leung、 ND、PhD。レスブリッジ大学健康科学部、補完代

替医療のエミー•ドローグチェア。 

 

Manjunath NK、 BNYS、Ph.D.、D.Sc。 S‑VYASA大学、バンガロー

ル、インド 

Najwa‑Joelle Metri、 Western Sydney University、NICM 
Heath Research Institute、オーストラリア 

エリカ•マッキンタイア博士シドニー工科大学、オーストラリア、持続可

能な未来研究所 

Claudine Van De Venter、 ND、オーストラリア工科大学公衆衛生

学部補完統合医療研究センター客員研究員、オーストラリア。南アフリ

カ在住。 

 

Naveen K. Visweswaraiah、 BNYS、PhD、DSc。オーストラリア、シ

ドニー工科大学公衆衛生学部、補完統合医療研究センター客員研究

員。インドに住んでいます。 

 

ヴィッキーウォード博士スコットランド、セントアンドリュース大学 経営

学部、研究利用研究ユニットの管理および共同ディレクターのリーダー 

エリック•ヤーネル、 ND、RH（AHG）。バスタ大学、米国。 
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この本の側面をレビューしてくれたWNF組織の以下の代表者に感謝します。 Anne‑HélèneGenné、 ND。ケベック州ナツロパシー医学協会、カナダ。 

 

 

Fride Aasen、自然療法医。 Norske Naturterapeuters 

Hov edorganisansjon、ノルウェー。 

Tasnim Adatya、  ND。ブリティッシュコロンビア自然療法協会、カナダ。 

Virginie Hamtiaux、自然療法医。 Union des Natu ropathes 

de Belgique、ベルギー。 

Tina Hausser、 Naturopath、Heilpraktikfer。

OrganizaciónColegialNaturopáticaFENACO、スペイン。 

フェルナンドヘルマン、 ND、PhD。公衆衛生学科。サンタカタリーナ連邦大 

FatihaAïtSaïd、自然療法医。 InstitutSupérieurdeNaturopathieTraditionnelle、学。 AssociaçãoBrasileiradeNaturologia、ブラジ

ル。ベルギー。 

Maria Aparecida das Neves、心理学者。 AssociaçãoBrasileiradeNaturopatia、メラニーヘンリクセン、 ND。国立自然医学大学、アメリカ合衆国。

ブラジル。 

クレアバドリック、 ND、MRN。英国の自然療法医総評議会および登録簿。 ヴェルナハント、 ND、DC。カナダナチュロ病医師協会、カナダ。 

 

フラビア•バンキエリ、自然療法医。 AsociaciónNaturopáticadelウルグ

アイ、ウルグアイ。 

Cristina Betancour、自然療法医。 Paracelsianos Aso ciados 

en Naturopatia、ウルグアイ。 

ダイアナボウマン、自然療法医、MHSc（ハーバルメッド）。 Natu 

ropaths and Herbalists Association of Australia、オーストラリア。 

ジャロッド•カーター、ナチュロパス。補完医学協会、オーストラリア。 

 

David Casteleijn、自然療法医、MHSc（Herbal Med）。 

オーストラリア、オーストラリアの自然療法医および草食動物協会。 

 

ダニエルアランコスタ、自然療法医。 AssociaçãoBrasileiradeNaturopatia、

ブラジル。 

フィリップコッティンガム、自然療法医。ウェルパーク自然療法大学、ニュージーラン

ド。 

Robyn Curruthers、自然療法医、MHSc。サウスパシフィック自然医学大学、ニ

ュージーランド。 

ダニエルマウリシオデオリベイラロドリゲス、 ND、MSc。

AssociaçãoBrasileiradeNaturologia、ブラジル。 

ローレン•デューズベリー、自然療法医、MRes。オーストラリア、オーストラリア

の自然療法医および草食動物協会。 

ジル•ダン、自然療法医。ニュージーランド、ニュージーランドの自然療法医と医療

ハーブ療法士。 

モイラ•フィッツパトリック、 ND、PhD。アメリカ自然療法医協会、アメリカ合衆国。 

ミリアム•フランコット、自然療法医、博士号。 Union des Natu 

ropathes de Belgique、ベルギー。 

PazGarcíaSola 、自然療法医。 FormaciónTNDR、スペイン。 

ローズマリージェイコブス、自然療法医。補完医学協会、オーストラリア。 

 

Surya Bahdur Karki、自然療法医。ネパールヨガ＆ネイチャーキュアアソシエ

ーション、ネパール。 

Martina Kllimt Dewinter、自然療法医。南アフリカ自然療法協会、南アフリカ。

ファブリス•ロイ、 ND。スイス自然療法医協会と連邦卒業証書、スイス。 

ジョンピーターリンデランド、自然療法。 Norske Naturtera 

peuters Hovedorganisansjon、ノルウェー。 

CayoMartín 、 Naturópata、MD。 FormaciónTNDR、スペイン。 

フィオナマコーミック、自然療法医。自然療法医とハーブはオーストラリア、オースト

ラリアの協会です。 

Colleen McQuarrie、 ND。カナダナチュロ病理医学大学、カナダ 

 

JoséMeliço、自然療法医。 AssociaçãoPortuguesadeNaturopatia、ポルト

ガル。 

ジェシカミッチェル、 ND。サウスウェストカレッジオブナチュロパシーメディシン、

アメリカ合衆国。 

ポールミットマン、 ND。サウスウェストカレッジオブナチュロパシーメディシン、

アメリカ合衆国。 

スティーブン•P•マイヤーズ、 ND、PhD。オーストラリアのナツロパスとハー

バリストのオーストラリア登録。 

ホルヘ•ネイラ•ブラボー、リック。 enNaturopatíaUAC。管理

者EducaciónUMCE、DoctoradoUPT。 

AsociaciónNacionaldeNaturópatasdeChileAG、チリ。 

Raphael Nyarkotey Obu、自然療法医。ガーナのホリスティック医学

のNyarkoteyCollege。 

 

 
 

718 



Machine Translated by Google 
 

付録V：グローバルな自然療法コミュニティからのレビューア 

 

Rotimi Olotu、ライセンスを受けた代替医療従事者、博士号。

ナイジェリア自然医学医師評議会、ナイジェリア。 

 

ベニータパーチ、自然療法医。 IAN香港、香港特別行政区。 

 

マリソルペレス、自然療法医。 Paracelsianos Asociados 

en Naturopatia、ウルグアイ。 

トビー•アン•ピンダー、 ND。オーストラリア、オーストラリアの自然療法

医および草食動物協会。 

JérômePoiraud、Naturopathe 。フランスの自然医学と健康教育の組織。 

 

シルビア•ポレセロ、自然療法医。 Istituto NeMI APS、イタリア。 

マリアンナポンティーニ、自然療法医。 Istituto NeMI APS、イタリア。 

Shavit Sachs、自然療法医。南アフリカ自然療法協会、南アフリカ。 

 

フェルナンドジャナーサンチェス、 ND、MSW。プエルトリコ自然療法医

のプエルトリコ協会。 

CaioFábioSchlechtaPortella、自然療法医。 Sociedade Brasileira 

de Naturologia、ブラジル。 

ジムスプリング、 ND、DC。カナダナチュロ病医師協会、カナダ。 

 

Aliyyaa Spring‑チャールズ、 ND、MRN。英国の自然療法医総評議会お

よび登録簿。 

Arianna Staruch、 ND。バスタ大学、アメリカ合衆国。 

Claudine Van De Venter、 ND、オーストラリア工科大学シドニー校公

衆衛生学部補完統合医学研究センター。南アフリカ在住 

 

ミシェルリケア、 ND。カナディアンカレッジオブナチュロパシーメディシン、

カナダ。 

Didia Clara Rivas Sanabria、 Naturópata、Psicóloga、

Quiromasajista。  OrganizaciónColegialNaturopáticaFENACO、ス

ペイン。 

 

Suhas Vinchurkar、自然療法医、BNYS、PhD。インド自然療法およびヨガ

卒業生医師会、インド。 

 

マリオン•ヴォルク、自然療法医、MHlthSc、ホメオパシー。オーストラリアの 

NoémiaRodrigues、自然療法医。 AssociaçãoPortuguesadeNaturopatia、
自然療法医およびハーバリストのオーストラリア登録簿。

 

ポルトガル。 

スティーブンロイガード、自然療法医。ニュージーランド、ニュージーラン

ドの自然療法医と医療ハーバリスト。 

パトリシアウェールズ、ノースダコタ州。カナダ、アルバータ州自然療法医協

会。 
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出版物とポリシーステートメント 
 

発足以来、世界自然療法連盟（WNF）は、世界的な自然療法の専門家を導き、支援するために、いくつかの出版物と政策声明を作成してきました。 2021年現在 の出版

物は、WNF Webサイト（www.worldnaturopathicfederation.org/wnf‑publications）からアクセスできる完全なドキュメントとともに以下にリストされ

ています。 

 

出版物のタイトル 

WNFレポート：迅速なレビューの影響 

2021年発行年 言語/秒 

英語 

  スペイン語 

WNF自然療法教育プログラムレポート 2021年 英語 

WNFテクノロジー強化教育 2021年 英語 

WNFホワイトペーパー：世界的なパンデミック2020における自然療法の役割  英語 
  フランス語 

  ドイツ人 

  イタリア語 

  ノルウェー語 

  ポルトガル語 

スロベニア語 

  スペイン語 

WNF自然療法ジャーナルレポート 2020 英語 

WNF自然療法本レポート：自然療法医/自然療法医によって書かれた本の包括的なリスト 2020 英語 

 （v.1公開2019）  

WNFアップデート：新しいコロナウイルス病2019 –  CoV 2020 英語 

 （v.1公開2020） スペイン語 

グローバル自然療法規制 2019年 英語 

WNF用語文書：自然療法用語の定義 2019年 英語 

  ノルウェー語 

自然療法医/自然療法医によって書かれた研究 2019年 英語 

アスタナ宣言に対するWNFの対応 2019年 英語 

WNFの教育と資格 2018年 英語 

哲学、原理、理論に関する自然療法の本 2018年 英語 

 （v.1公開2016）  

WNFホワイトペーパー：自然療法の哲学、原則、理論 2017年 英語 

  ポルトガル語 

スロベニア語 

  スペイン語 

グローバル自然療法専門職の定義 2017年 英語 

  スペイン語 

WNF戦略計画2019＆2022 2017年 英語 

2016年自然療法番号レポート 2016年 英語 

WNF自然療法のルーツレポート：自然療法のルーツからの発見 2016年 英語 

委員会調査   

WNFレポート：2015年の第1回世界自然障害連盟調査の結果  英語 
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ポリシーステートメントのタイトル 

WNF自然医学方針声明 

2019年公開年 言語/秒 

英語 
 （v.1公開2016） スペイン語 

専門の自然療法組織のためのWNFガイドライン 2018年 英語 
  スペイン語 

自然療法組織のためのWNF自治ガイドライン 2018年 英語 
  スペイン語 

専門家養成のためのWNF用語 2017年 英語 
  スペイン語 

規制に関するWNFポリシー 2017年 英語 
  スペイン語 

フェデレーションに関するWNFポリシーステートメント 
2016年 英語 

  スペイン語 

自然療法/自然療法医師Q＆A 2016年 英語 
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